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宇都宮市原水協が「ふたば健康まつり」でパネル展・署名活動

栃木県原水協ニュース
Ｎｏ１８４号 ２０１８年１１月１日

原水爆禁止栃木県協議会
〒 321-0138 宇都宮市兵庫塚３－１０－３０
栃木県労連気付 電話 028-653-1401
メールアドレス： tcgken-gensuikyo@outlook.jp

「ヒバクシャ国際署名」数

県 北 原 水 協 ２，５９０筆

県 南 原 水 協 １０２筆

宇都宮市原水協 １，２０８筆

非 核 の 会 １７８筆

新 婦 人 の 会 ７，７２９筆

諸 団 体 民 医 連 ２，０６７筆

保 険 医 協 会 ３９６筆

県 原 水 協 １３４筆

小山推進委員会 １４０筆

非核下野市の会 ２６４筆

県 労 連 ２３筆

栃木県平和委員会 ５４筆

日 光 市 ９５３筆

下 野 市 ４９４筆

自 治 体 栃 木 市 ８１筆

小 山 市 １０９筆

上 三 川 １６０筆

壬 生 町 １６５筆

合 計 (10/31現在) １６，８４７筆

栃木県原水協２０１８年第４３回定期総会

日 時：１１月１７日（土）１３：３０～１６：３０

会 場：上三川町いきいきプラザ ２Ｆ大会議室

第１部：被爆者のお話と交流 １３：３０～１４：４０

第２部：定期総会 １５：００～１６：３０

１
０
月
２
８
日
、
栃
木
保
健
医
療

生
活
協
同
組
合
は
ふ
た
ば
診
療
所

で
健
康
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

１
６
回
目
の
ま
つ
り
に
は
、
約
６
０

０
人
が
参
加
し
、
健
康
体
操
や
ゲ
ー

ム
な
ど
が
行
わ
れ
、
模
擬
店
が
出
店

さ
れ
ま
し
た
。

宇
都
宮
市
原
水
協

は
、
そ
の
一
角
に
「
原
爆
パ
ネ
ル
」

を
展
示
し
、「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」

を
行
い
ま
し
た
。

原
爆
パ
ネ
ル
の
前
で
、
大
人
も
子

ど
も
た
ち
も
熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
人
た
ち
に
声
を
か
け
る

と
署
名
に
応
じ
て
く
れ
て
、
３
８
筆

の
署
名
が
集
ま
り
、
ち
ひ
ろ
カ
レ
ン

ダ
ー
２
本
も
普
及
し
ま
し
た
。

ま
た
、
パ
タ
パ
タ
折
り
鶴
の
作
成

コ
ー
ナ
で
も
多
く
の
人
た
ち
が
集
ま

っ
て
、
楽
し
そ
う
に
折
り
鶴
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

「
新
日
本
婦
人
の
会
栃
木
県

本
部
２
０
１
８
年
秋
の
平
和
学

習
会
」
開
催

１
０
月
２
１
日
、
「
非
核
・
平
和

の
北
東
ア
ジ
ア
を
め
ざ
し
て
」
と
題

し
て
、
日
本
平
和
委
員
会
代
表
理
事

の
川
田
忠
明
氏
に
よ
る
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
と
違
っ
た
朝

鮮
半
島
情
勢
の
劇
的
変
化
と
非
核
平

和
の
北
東
ア
ジ
ア
の
展
望
を
非
常
に

わ
か
り
や
す
い
説
得
力
の
あ
る
言
葉

で
語
っ
て
い
た
だ
き
、
大
好
評
で
し

た
。１

．
女
性
と
平
和
社
会
発
展

戦

争
犯
罪
と
し
て
の
性
暴
力
、
「
慰
安

婦
」
問
題
に
つ
い
て
。
女
性
差
別
は

社
会
発
展
の
障
害
物
で
あ
る
こ
と
、

戦
争
の
な
い
世
界
＝
性
差
別
の
な
い

世
界
、
「
女
性
な
く
し
て
平
和
な

し
！
」

２
．
「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」
の

破
綻

戦
争
か
ら
平
和
へ
と
朝
鮮
半

島
情
勢
は
激
変
し
た
。
そ
の
変
化
の

土
台
に
反
核
世
論
、
核
兵
器
禁
止
条

約
を
生
み
出
し
た
力
、
韓
国
の
市
民

の
力
が
あ
る
。
安
倍
首
相
の
「
北
脅

威
」
は
根
拠
を
失
っ
た
。
最
大
の
教

訓
は
「
抑
止
力
」
は
通
じ
な
か
っ
た
。

辺
野
古
・
米
軍
新
基
地
建
設
も
「
沖

縄
に
米
軍
を
配
備
す
る
合
理
的
理
由

が
な
く
な
る
」
と
ペ
リ
ー
元
国
防
長

官
も
述
べ
て
い
る
。

３
．
最
大
の
課
題
ー
安
倍
九
条
改

憲
阻
止

異
常
な
暴
走
ぶ
り
の
安
倍

改
憲
に
た
い
し
て
、
「
自
衛
隊
が
人

気
が
あ
る
の
を
逆
手
に
と
っ
て
、
９

条
に
書
き
込
も
う
と
し
て
い
る
が
、

我
々
は
こ
れ
を
ま
た
逆
手
に
と
っ

て
、
人
気
の
あ
る
自
衛
隊
を
米
軍
と

世
界
で
戦
争
に
か
り
出
す
危
険
に
さ

ら
し
て
よ
い
の
か
？
と
訴
え
る
べ

き
。
改
憲
の
ね
ら
い
、
大
軍
拡
計
画
。

防
衛
費
対
Ｇ
Ｎ
Ｐ
比
２
％
に
ま
で
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
全
国
の
一
年
間

の
消
防
庁
の
予
算
は
１
４
３
億
円
で

Ｆ
３
５
一
機
（
１
４
６
億
円
）
よ
り

低
い
。
国
民
の
生
命
・
暮
ら
し
を
大

切
に
す
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
危

険
な
欠
陥
機
Ｆ
３
５
何
機
分
か
を
削

っ
て
消
防
の
予
算
に
当
て
る
の
が
当

然
。
軍
事
費
を
減
ら
す
道
理
は
十
分

あ
る
。

４
．
朝
鮮
半
島
の
平
和
と
非
核
化

こ
れ
ま
で
と
違
う
「
新
し
い
米
朝
関

係
」
＝
首
脳
同
士
の
合
意
は
簡
単
に

後
戻
り
で
き
な
い
。
な
ぜ
非
核
化
は

可
能
か
ー
北
朝
鮮
の
目
的
は
金
体
制

の
維
持
↓
朝
鮮
戦
争
の
終
結
と
平
和

協
定
の
締
結
。
カ
ギ
①
非
核
化
と

平
和
体
制
の
一
体
的
追
及
。
当
面
の

カ
ギ
は
「
終
戦
宣
言
」
、
カ
ギ
②
よ
く

話
し
合
い
、
一
歩
ず
つ
段
階
的
に
。

平
和
協
定
の
交
渉
と
締
結
ー
終
戦
宣

言
↓
実
質
的
な
非
核
化
↓
制
裁
解
除

↓
南
北
の
経
済
協
力
も
す
す
み
、
信

頼
と
安
定
の
強
化
↓
南
北
米
中
に
よ

る
平
和
協
定
の
交
渉
と
締
結
↓
米
韓

ｖ
ｓ
中
朝
＝
軍
事
ブ
ロ
ッ
ク
的
対
立

解
消
の
可
能
性

５
．
非
核
・
平
和
の
北
東
ア
ジ
ア

と
日
本
へ

６
カ
国
の
平
和
の
枠
組
み

へ
、
非
核
化
の
担
保
↓
核
保
有
国
に

よ
る
非
核
国
へ
の
核
攻
撃
・
威
嚇
の

禁
止
、
日
本
の
非
核
化
ー
日
米
核
密

約
を
破
棄
し
、
非
核
３
原
則
の
厳
守

・
法
制
化
、

北
東
ア
ジ
ア
の
友
好
協

力
条
約
＝
武
力
不
行
使
を
協
定
化
↓

北
東
ア
ジ
ア
の
集
団
的
安
全
保
障
体

制
、
日
米
韓
ｖ
ｓ
北
中
ロ
の
軍
事
ブ

ロ
ッ
ク
型
対
立
の
解
消
へ
、
日
米
安

保
条
約
を
日
米
平
和
友
好
条
約
へ
。

そ
れ
だ
け
の
可
能
性
を
秘
め
た
歴

史
的
転
換
点
の
出
発
点
で
あ
る
。

６
．
日
本
の
運
動
に
求
め
ら
れ
る

も
の

安
倍
９
条
改
憲
と
「
戦
争
す
る

国
づ
く
り
」
に
ス
ト
ッ
プ
↓
三
千
万

署
名
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
反
対
、

軍
事
費
を
削
っ
て
福
祉
・
暮
ら
し
・

教
育
へ
、
圧
倒
的
な
反
核
世
論
＝
ヒ

バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
、
核
兵
器
禁
止

条
約
へ
の
署
名
・
批
准
、
被
爆
者
を

先
頭
に
し
た
日
韓
の
連
帯
、
市
民
と

野
党
の
共
闘
で
安
倍
政
治
を
終
わ
せ

る
、
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
。


